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のエネルギースペクトラムについては伝播モデルとしては Leaky Box Model などから予想される equi－
rigidity cu を仮定した。また、銀河系内部における加速機構に関するモデルでは、星間磁場の強さや銀河系
の大きさなどから、得られるエネルギーの上限は～1015eV である事が理論的に予想されている。シミュレーシ
ョンの結果と観測結果を比較する事により、1015eV 付近での一次宇宙線の総エネルギー・スペクトラムのべき
の変化や各原子核成分毎のエネルギースペクトラム等を得る事が出来た。すなわち、空気シャワー観測の測定
誤差の範囲内で、気球や衛星などの直接観測で得られた低エネルギー領域（～1013eV）から空気シャワーのみ
で得られた～1016eV付近まで無理なく再現する事が出来た。 
 本研究の最大の特徴はこれまで殆ど出来なかった低エネルギーでの直接観測との比較と、原子核成分毎の高
精度なスペクトラムの再現があげられる。これは、GRAPES-3の大検出面積こミューオン検出器によるミューオ
ンの高精度測定と高い高度で空気シャワー構成粒子の減衰が少ない事を利用したところにあると言える。 
 以上の結果は近年多くのグループによって研究されているknee領域におけるエネルギースペクトラムの変
化と原子核成分の比率に、すなわち加速および伝播機構に関して新しい知見をもたらしたものであり、本論文
は博士（理学）の学位に値すると審査した。 
